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８
月
29
日
、
徳
島
市
万
代
町
の
徳
島

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
平
成
26
年
度
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
」

（
共
催
：
徳
島
県
、
徳
島
県
市
長
会
、
徳
島
県

町
村
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
地
域
の
雇
用
創
造
、

産
業
振
興
へ
の
貢
献
、
地
域
の
課
題
解

決
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
人

材
の
育
成
等
の
地
域
再
生
を
目
的
と
し
、

徳
島
県
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
自
治
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
平
成
15
年
２
月
に

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
協
議
会
で
は
、
徳
島
大
学
が

県
下
全
て
の
自
治
体
等
と
の
間
で
連
携

協
定
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
構
成
メ
ン

バ
ー
を
拡
大
し
て
開
催
し
、
今
年
度
の

地
域
連
携
事
業
計
画
等
に
関
す
る
審
議

を
行
っ
た
後
、
一
般
県
民
を
含
め
た
約

１
７
０
名
の
参
加
の
も
と
、
２
名
の
講

師
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
下
全
自
治
体
等
と
の
連
携
協
定
締
結

本
学
は
、
大
学
改
革
を
求
め
ら
れ
る

昨
今
の
厳
し
い
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
７
月
に
「
徳
島
大
学
機
能
強
化
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
機
能
強
化
策
の
重

点
課
題
の
一
つ
に
「
地
域
中
核
機
能
強

大
南
先
生
か
ら
は
「
神
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

−

未
来
の
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を

創
造
す
る

−

」
と
題
し
て
、
全
国
的
に

有
名
な
ア
ー
ト
に
よ
る
町
お
こ
し
”
神

山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
･
イ
ン
･
レ
ジ
デ

ン
ス
”
や
、
古
民
家
を
オ
フ
ィ
ス
に
改

化
」
を
掲
げ
、
平
成
25
年
度
か
ら
県
内

全
自
治
体
と
の
連
携
協
定
の
締
結
に
向

け
た
交
渉
を
進
め
、
本
年
４
月
、
徳
島

県
、
徳
島
県
市
長
会
、
徳
島
県
町
村
会

を
含
め
た
県
内
全
自
治
体
と
の
連
携

協
定
締
結
が
完
了
し
、
地
域
と
の
連

携
･
協
力
に
向
け
た
強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
地
域
と
共
に
未
来
へ
歩
む

徳
島
大
学
宣
言
」

ま
た
、
本
学
は
こ
の
度
、
本
学
と
地

域
社
会
と
の
関
係
強
化
の
指
針
と
な
る

「
地
域
と
共
に
未
来
へ
歩
む
徳
島
大
学

宣
言
」
を
策
定
し
、
本
協
議
会
に
お
い

て
香
川
学
長
か
ら
、
本
学
の
地
域
貢
献

に
対
す
る
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

連
携
協
定
締
結
記
念
講
演
会

今
回
の
協
議
会
で
は
県
下
全
自
治
体

等
と
の
連
携
協
定
締
結
を
記
念
し
、
本

学
客
員
教
授
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
理
事
長
の
大
南
信
也
先
生
、
農

林
水
産
省
か
ら
今
年
８
月
に
本
学
農
工

商
連
携
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
に
就
任
し

た
大
内
秀
彦
先
生
ら
お
二
人
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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徳
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学
と
県
内
全
自
治
体
等
と
の
連
携
協
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締
結
記
念
講
演
会
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地域貢献

修
す
る
”
オ
フ
ィ
ス
･
イ
ン
神
山
”、

地
域
で
職
業
訓
練
を
行
う
”
神
山
塾
”

な
ど
の
成
功
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
人
と

の
つ
な
が
り
を
軸
と
し
た
地
域
振
興
に

関
す
る
大
き
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
大
内
先
生
か
ら
は
「
地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
6
次
産
業
化
」
と
題

し
て
、
自
ら
が
農
林
水
産
省
や
農
林
漁

業
成
長
産
業
化
支
援
機
構
で
立
案
に
当

た
っ
た
数
々
の
政
策
等
や
、
６
次
産
業

化
の
展
開
に
関
す
る
徳
島
県
へ
の
導
入

の
可
能
性
な
ど
の
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
の
地
域
貢
献
事
業
の
展
開

本
学
で
は
、
今
回
の
「
地
域
と
共
に

未
来
へ
歩
む
徳
島
大
学
宣
言
」
を
期
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
連
携
を
深

め
、
徳
島
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
学

と
し
て
、
地
域
再
生
や
産
業
振
興
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
人
材
の
育
成
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

徳
島
大
学
理
事（
地
域
連
携
担
当
）・副
学
長

徳
島
大
学
地
域
連
携
戦
略
室
長

吉
田 

和
文
（
よ
し
だ 

か
ず
ふ
み
）2013年夏、すべての客室・レストラン・宴会場などのリニューアルが完成しました。
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第
10
回
特
別
展
で
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
中
、
現
在
の
鳴
門
市
大
麻
町
板
東

に
あ
っ
た
板
東
俘
虜
収
容
所
に
関
し
て
、

と
り
わ
け
そ
れ
を
素
材
と
し
て
映
画
化

さ
れ
た
『
バ
ル
ト
の
楽
園
（
が
く
え
ん
）』

（
平
成
18
年
東
映
）
の
写
真
パ
ネ
ル
を
中

心
に
展
示
し
、
映
画
製
作
時
の
貴
重
な

資
料
な
ど
も
併
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
展
示
会
の
一
環
事
業
と
し
て
、

11
月
26
日
（
水
）
に
は
、
そ
の
映
画
製

作
で
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務

め
ら
れ
た
野
口
正
敏
氏
（
当
時
シ
ナ
ノ
企

画
）
を
お
呼
び
し
て
、
総
合
科
学
部
地

域
連
携
プ
ラ
ザ
「
常
三
島
け
や
き
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
映
画
解
説
並
び
に
上
映

会
を
も
行
い
ま
し
た
。
徳
島
大
学
の
学

生
・
教
職
員
を
は
じ
め
、
一
般
市
民
も

含
め
て
、
約
2
0
0
名
の
来
場
者
が

あ
り
、
ド
イ
ツ
俘
虜
た
ち
が
徳
島
に
遺

し
て
い
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
第
九
」

こ
そ
、
今
や
国
際
交
流
の
懸
け
橋
で
あ

り
、
世
界
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

第
11
回
特
別
展
で
は
、
2
年
前
の
第

2
回
特
別
展「
文
豪
モ
ラ
エ
ス
の
徳
島
」

に
引
き
続
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
人

モ
ラ
エ
ス
を
再
び
取
り
上
げ
ま
し
た
。

前
回
は
モ
ラ
エ
ス
徳
島
来
住
1
0
0

周
年
を
前
に
し
て
、
モ
ラ
エ
ス
と
い
う

一
人
の
存
在
が
徳
島
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

人
々
の
絆
を
生
ん
だ
奇
跡
を
辿
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
神
戸
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事

と
し
て
の
モ
ラ
エ
ス
と
、
徳
島
に
隠
棲

し
て
か
ら
の
モ
ラ
エ
ス
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
て
、「
神
戸
と
徳
島
の
モ
ラ
エ
ス
」

展
示
会
と
し
ま
し
た
。
神
戸
で
の
領
事

と
し
て
の
モ
ラ
エ
ス
の
仕
事
に
詳
し
い

徳
島
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
理
事
の
近

藤
文
子
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
の

貴
重
な
パ
ネ
ル
展
示
「W

. de M
oraes

の
5
1
6
3
日
」
が
今
回
の
目
玉
と

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ラ
エ
ス
が
神
戸
に

お
い
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
か
が
、
そ
の
展
示
か
ら
よ
く
分
か
り

ま
す
。
ま
た
こ
の
展
示
会
開
催
中
に
は

近
藤
文
子
氏
に
よ
る
展
示
解
説
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
徳
島
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
徳
島
大
学
ガ
レ
リ
ア

新
蔵
展
示
室
は
地
域
の
人
々
に
開
か
れ

た
展
示
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
貴
重
で
有
意
義
な
特
別
展
を
企
画

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ガ
レ

リ
ア
新
蔵
展
示
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
10
回 

特
別
展

板
東
俘
虜
収
容
所

「
第
九
」の
楽が

く
え
ん園

展
示
会

平
成
26
年
9
月
16
日（
火
）～
12
月
5
日（
金
）

第
11
回 

特
別
展 

仙
龍
寺
天
井
画
が
語
る

「
神
戸
と
徳
島
の
モ
ラ
エ
ス
」展
示
会 

開
催
中 

平
成
26
年
12
月
15
日（
月
）～
平
成
27
年
2
月
20
日（
金
）


